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手
法
に
依
拠
し
て
い
る
。
確
か
に
そ
れ
は
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
の
主
流
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
本
論
文
は
そ
れ
を
通
じ
て

体
系
的
な
フ
レ
ー
ム
の
抽
出
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
メ

デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
は
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
分
析

概
念
の
検
討
が
進
ん
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
を
参
照
す
る
こ
と
で
、

本
論
文
の
フ
レ
ー
ム
分
析
は
さ
ら
に
深
み
を
増
し
た
で
あ
ろ
う
。

四　

結　

論

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
や
課
題
は
残
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
田
中
君

の
今
後
の
研
究
に
対
す
る
期
待
を
込
め
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
と
し

て
本
論
文
の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

　

以
上
よ
り
、
審
査
委
員
一
同
は
、
田
中
雄
一
朗
君
の
本
論
文
を
博

士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
と
判
断
し
、
そ
の
旨
を
こ
こ
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
二
三
年
二
月
二
四
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

山
本　

信
人

法
学
研
究
科
委
員・Ph.D.（
政
治
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

山
腰　

修
三

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授・
法
学
博
士　

赤
木　

完
爾

深
沢
瞳
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

深
沢
瞳
君
の
博
士
学
位
請
求
論
文
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
民
法
典

の
成
立
と
変
容
―
―
『
民
法
』
の
私
法
化
と
法
の
支
配
の
醸
成

―
―
」
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
一
九
九
五
年
民
法
典
の
制
定
か
ら
、

二
〇
〇
五
年
民
法
典
を
経
て
、
二
〇
一
五
年
民
法
典
へ
と
至
る
変
容

の
プ
ロ
セ
ス
を
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
国
内
外
の
経
済
事
情
の
変
化

お
よ
び
開
発
政
策
を
め
ぐ
る
政
治
的
対
立
と
の
関
連
性
に
着
目
し
て

分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
深
沢
君
は
、
ベ
ト
ナ
ム

民
法
典
が
社
会
主
義
国
家
に
お
け
る
市
場
シ
ス
テ
ム
の
導
入
手
段
と

し
て
の
公
法
的
な
性
質
を
帯
び
た
民
法
典
か
ら
、
私
法
と
し
て
の
色

彩
を
次
第
に
色
濃
く
し
、
私
法
の
一
般
法
と
し
て
の
民
法
典
に
接
近

し
て
き
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
法
の
支
配
の
漸

次
的
な
醸
成
プ
ロ
セ
ス
に
寄
与
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、
政
府
に
よ
る
開
発
政
策
の
実
施
手
段

と
し
て
の
法
改
革
が
、
既
存
の
政
治
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
そ
の
時
々
の

経
済
状
況
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
法
の
支
配
の
漸
次
的
構

築
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
国
家
の
経
済
的
お
よ
び
政
治
的
発
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展
に
向
け
て
果
た
し
う
る
固
有
の
役
割
と
機
能
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
開
発
法
学
（Law

 and D
evelopm

ent

）
の
方
法
的
問
題

意
識
を
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
民
法
典
の
制

定
と
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
に
適
用
し
た
研
究
で
あ
る
点
に
特
色
を
も
つ
。

一　

本
論
文
の
構
成

　

本
論
文
は
、
深
沢
君
が
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期

博
士
課
程
在
学
中
に
法
学
政
治
学
論
究
に
お
い
て
公
刊
し
た
三
本
の

論
文
（
①
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ド
イ
モ
イ
の
展
開
と
一
九
九
五
年

民
法
典
の
成
立
」
法
学
政
治
学
論
究
一
二
〇
号
（
二
〇
一
九
年
）
三

五
―
六
八
頁
、
②
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ド
イ
モ
イ
の
進
展
と
二
〇

〇
五
年
民
法
典
の
制
定
」
法
学
政
治
学
論
究
一
二
二
号
（
二
〇
一
九

年
）
一
―
三
一
頁
、
③
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
世
帯
に
対
す
る
規
律

の
変
化
と
二
〇
一
五
年
民
法
典
の
制
定
」
法
学
政
治
学
論
究
一
二
三

号
（
二
〇
一
九
年
）
一
―
三
三
頁
）
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
れ
ら
の
論
文

執
筆
後
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
民
法
関
連
法
令
の
改
正
、
政
治
動
向

な
ら
び
に
経
済
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
加
筆
・
修
正
を
施
し
て
、

第
二
章
か
ら
第
四
章
に
組
み
入
れ
る
と
と
も
に
、
第
一
章
お
よ
び
第

五
章
を
書
き
下
ろ
し
、
一
つ
の
研
究
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

　

本
論
文
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章　

�

序
論
―
―
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
政
治
・
経
済
と
法

―
―

一　

開
発
に
お
け
る
法
の
役
割

二　

ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
研
究
の
意
義

三　

本
研
究
の
構
成

第
二
章　

�

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ド
イ
モ
イ
の
展
開
と
一
九
九
五
年

民
法
典
の
成
立

一　

問
題
の
所
在

二　

�

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
制
度
改
革
の
特
徴
―
―
ド
イ
モ
イ
の

展
開
と
そ
の
形
成
過
程
―
―

（
一
）�

貧
し
さ
を
分
か
ち
合
う
社
会
主
義
か
ら
ド
イ
モ
イ
ま

で
の
意
思
決
定

（
二
）�

ド
イ
モ
イ
の
展
開
と
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
制
度
変
化

の
特
徴

三　

ド
イ
モ
イ
と
一
九
九
五
年
民
法
典
の
制
定

（
一
）�

ベ
ト
ナ
ム
の
制
度
改
革
の
過
程
に
お
け
る
法
改
革
の

意
義

（
二
）�

一
九
九
五
年
ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
の
制
定
過
程
お
よ
び

内
容
と
特
徴

四　

�
一
九
九
五
年
ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
制
定
の
意
義
と
そ
の
限
界
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―
―
体
制
移
行
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
契
約
自
由
の
原
則

の
分
析
を
中
心
に
―
―

五　

小　

括

第
三
章　

�
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ド
イ
モ
イ
の
進
展
と
二
〇
〇
五
年

民
法
典
の
制
定

一　

問
題
の
所
在

二　

�

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
・
経
済

の
動
向

（
一
）�

一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
国
内
経
済
状

況
の
変
化

（
二
）�

第
八
回
党
大
会
お
よ
び
第
九
回
党
大
会
の
政
治
・
経

済
方
針

三　

�

ド
イ
モ
イ
の
進
展
と
二
〇
〇
五
年
ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
の
成

立
（
一
）�

二
〇
〇
五
年
ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
制
定
の
背
景
―
―
一

九
九
五
年
民
法
典
の
課
題
点
―
―

（
二
）
一
九
九
五
年
民
法
典
か
ら
の
変
更
点

（
三
）�

二
〇
〇
五
年
民
法
典
の
法
実
務
に
お
け
る
適
用
の
分

析

四　

二
〇
〇
五
年
ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
制
定
の
意
義
と
そ
の
限
界

五　

小　

括

第
四
章　

�

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
世
帯
に
対
す
る
規
律
の
変
化
と
二

〇
一
五
年
民
法
典
の
制
定

一　

問
題
の
所
在

二　

二
〇
一
五
年
民
法
典
の
制
定

（
一
）�

二
〇
一
五
年
民
法
典
に
至
る
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
・
経

済
状
況

（
二
）
二
〇
一
五
年
民
法
典
の
制
定

三　

ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
に
お
け
る
世
帯
の
規
律
の
変
化

（
一
）
世
帯
の
法
主
体
性
の
立
法
背
景

（
二
）
世
帯
財
産
の
処
分
を
め
ぐ
る
法
的
紛
争

（
三
）
二
〇
一
五
年
民
法
典
に
お
け
る
世
帯
の
規
律

（
四
）�

二
〇
一
五
年
民
法
典
は
世
帯
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
を

解
決
し
た
か

四　

小　

括

第
五
章　

�

結
語
―
―
ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
の
発
展
と
法
の
支
配

（the rule of law

）
の
醸
成
―
―

一　

�

ド
イ
モ
イ
に
よ
る
市
場
経
済
取
引
の
承
認
と
一
九
九
五
年

民
法
典
の
制
定

二　
�

社
会
主
義
志
向
の
市
場
経
済
の
承
認
と
二
〇
〇
五
年
民
法

典
の
制
定

三　

�

よ
り
完
成
し
た
社
会
主
義
志
向
の
市
場
取
引
シ
ス
テ
ム
の
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整
備
と
社
会
実
態
と
の
乖
離

四　

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
法
制
度
と
政
治
・
経
済
の
関
係

（
一
）
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
法
制
度
の
特
徴

（
二
）�

社
会
主
義
的
法
制
か
ら
社
会
主
義
的
法
治
へ
の
展
開

と
私
的
自
治
の
拡
大

五　

ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
私
的
自
治
の
拡
大
が
意
味
す
る
も
の

六　

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
法
の
支
配
の
醸
成

ベ
ト
ナ
ム
法
令
関
連
資
料

ベ
ト
ナ
ム
最
高
人
民
裁
判
所
判
例
関
連
資
料

報
道
資
料

統
計
資
料

参
考
文
献

二　

本
論
文
の
概
要

　

本
論
文
は
、
ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
の
誕
生
の
経
緯
と
意
義
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
形
で
、
全
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
で
は
、
本
論
文
が
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
一
九
九
五
年
民
法

典
の
成
立
と
二
〇
〇
五
年
お
よ
び
二
〇
一
五
年
民
法
典
へ
の
変
容
プ

ロ
セ
ス
を
考
察
対
象
と
し
た
理
由
お
よ
び
考
察
方
法
を
中
心
に
、
深

沢
君
の
問
題
意
識
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
本
論
文
が
開
発
法

学
の
方
法
論
、
す
な
わ
ち
、
政
府
に
よ
る
開
発
政
策
の
実
現
手
段
と

し
て
の
法
改
革
が
、
政
治
権
力
の
動
向
と
経
済
状
況
の
変
容
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
、
次
第
に
政
治
権
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
法
の
支

配
を
醸
成
し
、
政
治
的
お
よ
び
経
済
的
発
展
に
通
じ
る
た
め
の
諸
条

件
と
プ
ロ
セ
ス
を
探
求
す
る
と
い
う
分
析
視
角
を
、
伝
統
的
に
政
治

が
法
に
対
し
て
優
位
性
を
持
っ
て
き
た
社
会
主
義
国
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
法
改
革
に
当
て
は
め
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
。
そ
の
際
、
深
沢
君
は
「
法
の
支
配
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
形
式

的
定
義
と
実
質
的
定
義
を
主
軸
と
す
る
理
解
の
対
立
が
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
つ
つ
、
法
の
支
配
の
最
も
基
礎
的
で
核
心
的
な
内
容
と
し
て
、

法
が
政
府
に
対
し
て
実
効
性
あ
る
制
約
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
国
家

の
仕
組
み
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
資
本
主
義
国
に
お
い
て

発
展
し
て
き
た
「
法
の
支
配
」
の
概
念
と
、
国
家
権
力
が
法
を
超
え

る
力
を
潜
在
的
に
内
包
す
る
こ
と
を
認
め
て
き
た
社
会
主
義
国
に
お

い
て
法
の
厳
格
な
遵
守
と
履
行
を
要
請
す
る
「
革
命
的
合
法
性
」
な

い
し
「
社
会
主
義
的
適
法
性
」（
ベ
ト
ナ
ム
語
で
は
「
社
会
主
義
的

法
制
」。
以
下
、
社
会
主
義
的
法
制
と
い
う
）
と
の
相
違
を
確
認
す

る
。
し
か
し
、
深
沢
君
は
、
社
会
主
義
国
に
お
い
て
も
、
国
内
外
の

経
済
取
引
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
に
伴
い
、

伝
統
的
な
社
会
主
義
的
法
制
の
考
え
方
に
少
し
ず
つ
変
化
が
表
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
支
え
る
制

度
基
盤
と
し
て
の
民
法
典
の
制
定
に
よ
り
、「
契
約
」
と
い
う
当
事
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者
の
意
思
を
根
拠
と
す
る
私
的
自
治
の
領
域
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
を

通
じ
て
、
社
会
主
義
国
に
お
い
て
も
、
法
が
政
府
に
実
効
性
あ
る
制

約
を
課
す
も
の
と
し
て
の
法
の
支
配
が
は
た
し
て
形
成
さ
れ
る
の
か
、

形
成
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
と
い
う
点
に
、
考
察
の
主
眼
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
深
沢
君
が
考
察
対
象
に
選
ん

だ
の
が
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
社
会
主
義
に
基
づ

く
計
画
経
済
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
た
め
に
、
一
九
八
六
年
か

ら
「
ド
イ
モ
イ
」（
刷
新
）
政
策
を
実
施
し
、
市
場
シ
ス
テ
ム
を
制

度
的
に
整
備
す
る
手
段
と
し
て
、
一
九
九
五
年
に
民
法
典
を
制
定
し

た
。
そ
の
結
果
、
市
場
取
引
が
増
大
す
る
に
連
れ
、
当
初
は
社
会
主

義
経
済
の
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
市
場
経
済
取
引
が
、
社
会
主

義
志
向
の
市
場
経
済
と
し
て
、
次
第
に
社
会
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
の

一
部
と
し
て
承
認
さ
れ
、
そ
の
中
で
社
会
主
義
的
法
制
と
法
の
支
配

を
対
立
的
な
も
の
と
捉
え
て
き
た
従
来
の
解
釈
が
修
正
さ
れ
、
法
の

支
配
を
社
会
主
義
的
法
制
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
と
捉
え
る

傾
向
を
示
し
始
め
た
。
こ
の
社
会
主
義
的
法
制
と
法
の
支
配
と
の
混

在
を
象
徴
す
る
の
が
社
会
主
義
的
法
治
国
家
の
概
念
で
あ
る
。
そ
れ

は
成
長
し
つ
つ
あ
る
市
場
経
済
に
一
定
の
自
律
的
な
存
在
意
義
を
認

め
、
政
府
に
よ
る
市
場
へ
の
介
入
を
法
に
よ
っ
て
規
制
す
る
こ
と
を

要
求
し
た
。
こ
れ
は
契
約
自
由
の
原
則
を
宣
明
し
た
二
〇
〇
五
年
民

法
典
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
、
さ
ら
に
市
場
取
引
の
保
護
を
推
進
し

よ
う
と
し
た
二
〇
一
五
年
民
法
典
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
。
深
沢
君

は
、
こ
れ
ら
は
自
律
的
な
市
場
経
済
を
支
え
る
私
法
の
形
成
を
通
じ

て
、
法
の
支
配
の
要
素
を
徐
々
に
実
質
化
す
る
意
味
を
も
ち
う
る
と

捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
社
会
主
義
的
法
制
の
中
に
あ
っ
て
も
私
法

が
実
質
的
に
形
成
さ
れ
始
め
、
そ
れ
が
市
場
経
済
の
自
立
性
を
強
化

す
る
作
用
を
も
つ
と
と
も
に
、
政
府
の
市
場
介
入
を
制
約
し
、
法
の

支
配
の
要
素
を
醸
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
探
求
は
、
開
発
法
学
の
中
心

問
題
に
通
じ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
一
九
七
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
後
、
南
北
統

一
を
達
成
し
た
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
人
民
共
和
国
に
お
い
て
初
め
て

と
な
る
、
一
九
九
五
年
民
法
典
の
制
定
経
緯
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

深
沢
君
が
ま
ず
注
目
す
る
の
は
、
南
北
統
一
後
の
ベ
ト
ナ
ム
が
直
面

し
た
中
央
集
権
的
計
画
化
管
理
制
度
の
行
き
詰
ま
り
に
対
す
る
打
開

策
と
し
て
、
様
々
な
経
済
政
策
が
試
行
錯
誤
的
に
試
み
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
改
革
派
が
主
導
し
た
一
九
七
九
年
の
新
経
済
政
策
は
、
ベ

ト
ナ
ム
が
社
会
主
義
の
過
渡
期
の
段
階
に
あ
る
も
の
と
自
認
し
、
そ

の
段
階
で
は
非
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
を
含
む
多
様
な
生
産
主
体
の
存

在
を
認
め
、
一
定
範
囲
の
自
由
市
場
を
許
容
し
た
。
一
九
八
一
年
に

は
生
産
請
負
制
も
公
認
さ
れ
、
生
産
の
増
大
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
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自
由
化
に
対
応
で
き
た
者
と
で
き
な
か
っ
た
者
の
不
平
等
、
政
府
が

そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の
財
政
赤
字
の
拡
大
、
イ
ン
フ
レ
の
進
行
に

よ
り
、
再
び
保
守
派
が
台
頭
し
、
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
の
優
遇
、
非

社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
引
き
締
め
等
、
新
経
済
政
策
の
縮
小

が
図
ら
れ
た
。
深
沢
君
は
、
こ
う
し
た
保
守
派
と
改
革
派
の
政
策
論

争
お
よ
び
政
策
実
施
の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
一
九
八
六
年
、
改
革
指

針
と
な
る
「
ド
イ
モ
イ
」（
刷
新
）
政
策
が
第
六
回
共
産
党
大
会
で

採
用
さ
れ
た
経
緯
に
着
目
す
る
。
そ
う
し
た
紆
余
曲
折
を
経
て
到
達

し
た
改
革
政
策
を
後
戻
り
さ
せ
な
い
た
め
に
、
法
律
の
役
割
が
重
視

さ
れ
、
法
律
に
基
づ
く
国
家
管
理
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
社
会

主
義
的
法
制
」
の
考
え
方
―
―
法
律
は
統
治
者
（
人
民
）
の
意
思
を

反
映
し
た
構
造
で
あ
り
、
党
は
統
治
者
の
代
表
と
し
て
法
律
の
内
容

を
決
定
し
、
法
律
を
社
会
関
係
の
調
整
の
た
め
の
道
具
と
し
て
用
い

る
と
い
う
も
の
―
―
で
あ
る
。

　

深
沢
君
は
、
社
会
主
義
的
法
制
を
具
体
化
し
た
も
の
と
し
て
、
一

九
九
二
年
憲
法
が
非
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
を
公
認
し
、
国
家
は
社
会

主
義
の
方
針
の
下
で
、
市
場
経
済
の
発
展
政
策
を
一
貫
し
て
実
現
さ

せ
る
も
の
と
し
た
こ
と
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
そ
れ
を
実
現
す
べ
く
、

新
経
済
政
策
の
下
で
一
九
八
〇
年
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
た
民
法
典
が

一
九
九
五
年
に
公
布
さ
れ
、
翌
年
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
重
視
す
る
。

後
者
は
、
一
九
九
二
年
憲
法
を
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
従
来
公
布

さ
れ
て
い
た
民
事
関
係
法
令
を
統
一
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九

九
五
年
民
法
典
は
、
非
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
市
場
取
引
を
意

味
す
る
「
民
事
取
引
」
を
法
律
の
留
保
の
下
に
認
め
た
。
そ
れ
は
契

約
の
自
由
を
法
律
が
定
め
た
方
式
お
よ
び
内
容
に
合
致
す
る
限
り
で

認
め
る
も
の
で
あ
り
、
公
法
的
な
規
制
色
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
無
効
な
取
引
に
対
す
る
善
意
の
第
三
者
の
保
護
、
無
権
利
者

か
ら
の
取
得
者
を
保
護
す
る
善
意
取
得
、
表
見
代
理
等
の
取
引
安
全

の
保
護
制
度
は
、
そ
の
導
入
の
必
要
性
を
説
い
た
日
本
の
法
整
備
支

援
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
違
法
取
引
を
公
認
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

理
由
で
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
深
沢
君
は
、
一
九
九
五
年
民
法
典

は
ド
イ
モ
イ
を
具
体
化
し
、
市
場
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
向
け
た
制
度

変
化
を
開
始
し
た
も
の
の
、
市
場
シ
ス
テ
ム
の
完
成
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
の
初
期
段
階
に
あ
っ
た
と
捉
え

て
い
る
。
と
同
時
に
、
そ
れ
は
社
会
主
義
的
法
制
の
下
に
あ
り
、
法

が
政
府
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
意
味
に
お
け
る
法
の
支
配
へ

の
動
き
は
ま
だ
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
一
九
九
五
年
民
法
典
の
限
界
を
克
服
す
る
こ
と
を

背
景
事
情
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
民
法
典
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
の
意

義
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
最
も
重
要
な
背
景
事
情
と
し
て
、
ド
イ
モ

イ
に
基
づ
き
、
非
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
市
場
取
引
（
民
事
取

引
）
を
許
容
し
た
結
果
、
経
済
実
体
と
し
て
市
場
経
済
化
が
進
展
し
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た
こ
と
に
あ
る
。
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
約
一
〇
年

間
の
平
均
経
済
成
長
率
は
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
約
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
ド
イ
モ
イ
開
始
前

一
九
八
五
年
の
同
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
き
く
上
回
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
傾
向
を
安
定
的
に
維
持
し
、
か
つ
促
進
す

る
た
め
の
制
度
基
盤
の
一
層
の
強
化
を
政
府
に
促
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
の
第
九
回

党
大
会
後
の
二
〇
〇
一
年
憲
法
改
正
で
は
、
社
会
主
義
シ
ス
テ
ム
の

一
部
と
し
て
、「
社
会
主
義
志
向
の
市
場
経
済
」
が
明
確
に
規
定
さ

れ
、
市
場
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
評
価
が
肯
定
的
な
も
の
へ
と
変
化
し

始
め
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
二
〇
〇
一
年
改
正
憲
法
は
「
ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義
共
和
国
は
、
人
民
の
、
人
民
に
よ
る
、
人
民
の
た
め
の
社

会
主
義
的
法
治
国
家
で
あ
る
」
と
し
、「
法
治
国
家
」
の
意
義
を
強

調
し
た
。
も
っ
と
も
、
二
〇
〇
一
年
改
正
憲
法
は
「
社
会
主
義
的
法

制
」
の
概
念
も
依
然
と
し
て
維
持
し
た
。

　

こ
う
し
た
憲
法
レ
ベ
ル
で
の
市
場
経
済
の
積
極
的
な
位
置
づ
け
は
、

一
九
九
五
年
民
法
典
の
見
直
し
を
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
同
時
に
、

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
国
際
経
済
へ
の
参
入
に
向
け
た
準
備
も
進
め
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
へ
の
加
盟
の
た
め
に
国
際
水
準
に
合
致
す
る
民
法
典
の
制
定
を

目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
し
て
制
定
さ
れ

た
二
〇
〇
五
年
民
法
典
は
、
一
九
九
五
年
民
法
典
を
大
き
く
変
容
さ

せ
た
。

　

第
一
に
、
民
事
取
引
を
規
制
し
た
一
九
九
五
年
民
法
典
は
、
商
業

目
的
の
取
引
お
よ
び
法
人
間
の
取
引
を
規
律
す
る
経
済
契
約
法
と
併

存
し
て
お
り
、
両
者
は
別
々
の
法
領
域
を
も
つ
二
元
的
構
造
を
な
し
、

一
般
法
と
特
別
法
と
い
う
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
二

〇
〇
五
年
民
法
典
は
、
個
人
・
法
人
・
そ
の
他
の
主
体
の
法
的
地
位

を
定
め
、
民
事
、
婚
姻
と
家
族
、
経
営
、
商
業
、
労
働
関
係
を
含
む

「
民
事
関
係
」
に
お
け
る
財
産
に
関
す
る
各
主
体
の
権
利
お
よ
び
義

務
を
一
般
的
に
規
定
す
る
、
民
事
取
引
の
一
般
法
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
経
済
契
約
法
は
二
〇
〇
五
年
民
法
典
が
施
行

さ
れ
た
二
〇
〇
六
年
に
効
力
を
失
う
一
方
、
二
〇
〇
五
年
に
成
立
し

た
改
正
商
法
が
一
般
法
で
あ
る
民
法
の
特
別
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
て
の
経
済
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
社
会
主
義
志
向
の
市
場
経
済
を
牽
引
す
る
役
割
が
、
二
〇
〇
五
年

民
法
典
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
二
に
、
二
〇
〇
五
年
民
法
典
は
、
契
約
自
由
の
原
則
を
宣
明
し
、

そ
れ
と
関
連
し
て
、
一
九
九
五
年
民
法
典
に
存
在
し
た
行
政
的
規
制
、

例
え
ば
、
契
約
は
法
律
が
定
め
る
主
要
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
締
結

で
き
な
い
旨
の
規
定
、
詐
欺
・
強
迫
に
よ
る
無
効
な
民
事
取
引
に

よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
は
没
収
さ
れ
る
旨
の
規
定
を
削
除
し
た
。

　

第
三
に
、
登
記
さ
れ
な
い
動
産
が
前
主
の
所
有
物
で
な
い
こ
と
を
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知
ら
ず
に
取
得
し
た
者
は
、
無
償
取
得
お
よ
び
占
有
離
脱
物
の
取
得

の
場
合
を
除
き
、
善
意
取
得
者
に
対
す
る
所
有
者
の
返
還
請
求
を
制

限
す
る
と
い
う
範
囲
で
、
取
引
安
全
の
保
護
を
認
め
た
。

　

深
沢
君
は
、
こ
う
し
た
法
改
革
の
プ
ロ
セ
ス
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
う

え
で
、
二
〇
〇
五
年
民
法
典
に
よ
る
契
約
尊
重
の
規
範
が
、
は
た
し

て
実
務
に
お
い
て
実
際
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
兆
候
を
示
す
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、

二
〇
〇
五
年
民
法
典
の
下
で
、
親
子
間
の
条
件
付
き
贈
与
の
成
否
が

問
題
に
な
っ
た
諸
事
例
の
中
で
、
当
事
者
が
主
張
し
て
い
な
い
高
齢

者
法
等
の
法
律
の
趣
旨
を
加
味
し
て
条
件
付
き
贈
与
と
認
め
た
裁
判

例
が
判
例
候
補
か
ら
削
除
さ
れ
る
一
方
で
、
契
約
書
面
に
記
載
が
な

く
と
も
、
当
事
者
間
の
真
の
合
意
を
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
探
求
し
、

条
件
付
き
贈
与
を
認
め
た
裁
判
例
が
判
例
と
し
て
公
認
さ
れ
た
事
例

が
分
析
さ
れ
て
い
る
（
判
例
の
公
開
自
体
は
、
後
述
の
よ
う
に
二
〇

一
五
年
開
始
）。
そ
こ
で
深
沢
君
は
、
契
約
当
事
者
の
自
律
的
な
意

思
決
定
を
裁
判
所
が
尊
重
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
私
的
自
治
の
領
域

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
二

〇
〇
五
年
民
法
典
は
、
取
引
安
全
の
保
護
に
関
し
て
は
、
前
述
の
よ

う
に
限
ら
れ
た
範
囲
の
善
意
取
得
を
保
護
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま

た
、
表
見
代
理
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
も
あ
え
て
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
的
自
治
を
補
完
し
、
拡
大
す
る
代
理
制
度
へ
の

信
頼
を
高
め
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
取
引
安
全
の
強
化
が
課
題
と

し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
四
章
で
は
、
経
済
成
長
が
継
続
し
、
市
場
シ
ス
テ
ム
の
一
層
の

強
化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
二
〇
〇
五
年
民
法
典
の
課
題
が
指
摘
さ

れ
、
二
〇
一
五
年
民
法
典
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
が
考
察
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
心
課
題
は
、
取
引
安
全
の
保
護
強
化
で
あ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
経
済
成
長

率
が
年
平
均
約
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
維
持
し
、
国
民
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
一
三
年
に
二
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
、
二
〇
〇
五
年
の

三
倍
近
く
に
成
長
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
二
〇
一
二
年
の
第
十
一
回

党
大
会
を
経
て
行
わ
れ
た
、
二
〇
一
三
年
改
正
憲
法
は
、「
社
会
主

義
的
法
治
国
家
」
を
堅
持
す
る
一
方
で
、「
社
会
主
義
的
法
制
」
の

概
念
を
最
早
引
き
継
が
な
か
っ
た
。
深
沢
君
は
、
こ
の
こ
と
が
社
会

主
義
志
向
の
市
場
経
済
を
一
層
強
固
な
も
の
と
し
、
成
長
を
続
け
る

市
場
を
自
律
的
な
存
在
と
し
て
認
め
、
そ
れ
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に

法
的
保
護
を
強
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
み
て
い
る
。
二
〇

〇
五
年
に
制
定
さ
れ
た
知
的
所
有
権
法
（
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
九

年
改
正
）、
入
札
法
（
二
〇
一
三
年
改
正
）、
統
一
企
業
法
（
二
〇
一

四
年
改
正
）、
投
資
法
（
二
〇
一
四
年
、
二
〇
一
九
年
改
正
）
等
の

経
済
関
連
法
令
も
、
社
会
主
義
志
向
の
市
場
経
済
の
深
化
を
実
体
法

の
面
か
ら
後
押
し
し
た
。
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そ
う
し
た
市
場
法
整
備
の
潮
流
の
中
で
、
二
〇
〇
五
年
民
法
典
の

見
直
し
作
業
は
二
〇
一
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
改
訂
方
針
は
、

社
会
主
義
志
向
の
市
場
経
済
の
基
本
原
則
の
具
体
化
、
憲
法
と
の
整

合
性
の
確
保
、
社
会
・
取
引
状
況
に
合
致
し
て
い
な
い
規
定
の
改
訂
、

国
際
経
済
社
会
の
要
求
に
応
え
る
水
準
の
民
法
典
の
制
定
を
含
む
も

の
で
あ
っ
た
。
深
沢
君
は
、
こ
う
し
た
方
針
の
下
で
草
案
が
準
備
さ

れ
、
制
定
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
民
法
典
が
、
契
約
自
由
と
取
引
安
全

を
一
層
強
化
す
る
趣
旨
の
規
定
を
設
け
た
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
要
式
違
反
の
契
約
で
も
債
務
の
三
分
の
二
以
上
が
履
行

済
み
で
あ
る
場
合
は
当
事
者
の
請
求
に
よ
っ
て
裁
判
所
が
契
約
を
有

効
と
認
め
る
権
限
を
与
え
た
（
例
え
ば
、
公
証
を
欠
く
が
代
金
の
九

割
以
上
が
支
払
済
の
土
地
使
用
権
譲
渡
契
約
に
こ
の
規
定
を
適
用
し

た
裁
判
例
が
、
判
例
と
し
て
公
認
さ
れ
た
）。
こ
れ
は
当
事
者
の
意

思
お
よ
び
契
約
の
尊
重
の
趣
旨
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　

第
二
に
、
民
事
取
引
が
無
効
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
の

必
要
が
な
い
財
産
ま
た
は
国
家
機
関
に
よ
っ
て
登
記
さ
れ
た
財
産
に

つ
き
、
民
事
取
引
に
よ
っ
て
善
意
・
無
過
失
で
引
渡
し
を
受
け
た
者

は
、
取
引
を
確
立
し
、
履
行
し
た
と
き
は
、
真
の
所
有
者
か
ら
の
返

還
請
求
を
受
け
な
い
も
の
と
し
た
（
善
意
取
得
）。

　

第
三
に
、
代
理
権
の
な
い
者
ま
た
は
代
理
権
の
範
囲
を
越
え
て
代

理
行
為
を
し
た
者
と
民
事
取
引
を
し
た
者
が
善
意
で
あ
り
、
本
人
に

故
意
ま
た
は
過
失
が
あ
る
と
き
は
、
本
人
に
権
利
・
義
務
が
生
じ
る

も
の
と
し
た
（
表
見
代
理
）。

　

そ
し
て
、
第
四
に
、
取
引
安
全
強
化
の
最
大
の
焦
点
に
な
っ
た
の

が
「
世
帯
」
の
法
的
地
位
で
あ
る
。
深
沢
君
は
、
そ
の
理
由
に
つ
き
、

社
会
主
義
的
生
産
主
体
と
し
て
伝
統
的
に
維
持
さ
れ
て
き
た
「
世

帯
」
を
権
利
主
体
と
し
て
認
め
る
場
合
、
構
成
員
の
範
囲
、
各
構
成

員
の
権
利
、
世
帯
財
産
の
取
引
要
件
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
に
、
取

引
安
全
の
障
害
事
由
と
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
み

て
い
る
。
一
九
九
五
年
民
法
典
は
、
世
帯
の
法
主
体
性
を
認
め
た
が
、

世
帯
財
産
の
処
分
要
件
を
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
二
〇
〇

五
年
民
法
典
は
、
世
帯
の
法
主
体
性
を
認
め
つ
つ
、
重
要
な
世
帯
財

産
は
満
一
五
歳
以
上
の
世
帯
員
全
員
の
同
意
を
要
す
る
も
の
と
し
た

が
、
重
要
な
財
産
の
範
囲
お
よ
び
世
帯
員
の
範
囲
は
な
お
明
確
で
は

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
二
〇
一
五
年
民
法
典
は
、
法
主
体
を
個

人
と
法
人
に
限
定
し
て
世
帯
の
法
主
体
性
を
否
定
し
、
世
帯
財
産

（
た
だ
し
、
土
地
使
用
権
を
除
く
）
を
共
有
の
法
律
関
係
と
し
て
整

理
し
、
各
世
帯
員
に
よ
る
持
分
権
を
認
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
世

帯
員
は
持
分
を
処
分
で
き
る
が
、
他
の
世
帯
員
は
優
先
購
入
権
を
も

ち
、
持
分
処
分
の
通
知
か
ら
不
動
産
は
三
か
月
、
動
産
は
一
か
月
以

内
に
優
先
購
入
権
を
行
使
し
な
い
と
き
に
、
第
三
者
が
確
定
的
に
持

分
を
取
得
し
う
る
と
し
た
。
優
先
購
入
権
を
侵
害
す
る
処
分
が
さ
れ
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た
場
合
、
そ
れ
を
発
見
し
て
か
ら
三
か
月
間
は
、
他
の
持
分
権
者
は

優
先
購
入
権
を
主
張
し
う
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
、
世
帯
財
産

の
取
引
安
全
の
障
害
事
由
を
一
定
程
度
取
り
除
く
法
改
革
が
行
わ
れ

た
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
民
法
典
は
、
土
地
使
用
権
の
規
律
に
つ

い
て
は
二
〇
一
三
年
土
地
法
に
委
ね
、
同
土
地
法
は
世
帯
を
依
然
と

し
て
土
地
使
用
権
の
主
体
と
し
て
認
め
る
も
の
（
し
た
が
っ
て
、
世

帯
財
産
の
処
分
に
は
世
帯
員
全
員
の
同
意
を
要
す
る
）
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
二
〇
一
五
民
法
典
に
よ
る
世
帯
の
法
主
体
性
の
否
定
と
、

二
〇
一
三
年
土
地
法
に
よ
る
最
も
重
要
な
財
産
で
あ
る
土
地
使
用
権

に
つ
い
て
の
世
帯
の
法
主
体
性
の
肯
定
と
が
混
在
す
る
結
果
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
世
帯
の
法
的
地
位
の
動
揺
は
そ
の
後
も
解
消
さ
れ
ず
、

二
〇
二
二
年
七
月
に
公
表
さ
れ
た
土
地
法
改
正
草
案
に
つ
い
て
も
、

世
帯
の
法
主
体
性
を
否
定
す
る
解
釈
と
肯
定
す
る
解
釈
が
対
立
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
帯
の
土
地
使
用
権
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
五
年
民
法
典
に
お
い
て
も
な
お
取
引
安
全
上
の
課
題
が
あ
る
。
深

沢
君
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
依
然
と
し
て
最

大
の
経
済
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
世
帯
と
そ
の
財
産
の
保
護
、
世
帯
財
産

の
細
分
化
の
抑
制
を
無
視
で
き
な
い
と
い
う
要
請
と
、
世
帯
財
産
も

含
め
て
権
利
関
係
を
明
確
に
し
て
取
引
安
全
を
強
化
し
、
国
際
経
済

社
会
に
も
参
入
で
き
る
法
制
を
整
備
す
る
と
い
う
要
請
と
の
間
で
、

逡
巡
す
る
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
姿
勢
を
見
出
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

深
沢
君
は
、
世
帯
の
土
地
使
用
権
の
贈
与
、
売
却
、
抵
当
権
設
定
に

必
要
な
世
帯
員
の
同
意
に
つ
い
て
は
、
契
約
書
面
に
拘
泥
せ
ず
、
世

帯
員
の
実
質
的
な
同
意
を
解
釈
に
よ
っ
て
判
断
す
る
裁
判
例
が
、
判

例
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

判
例
の
法
源
性
を
認
め
た
二
〇
一
五
年
改
正
民
事
訴
訟
法
に
基
づ
き
、

二
〇
一
五
年
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
最
高
人
民
裁
判
所
評
議
会
に
よ
る
判

例
の
選
定
お
よ
び
公
開
が
制
度
化
さ
れ
た
。
深
沢
君
は
、
こ
の
動
き

も
、
二
〇
一
五
年
民
法
典
改
正
に
よ
る
取
引
安
全
の
強
化
と
関
わ
る

も
の
と
解
し
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
の
検
討
に
基
づ
き
、
一
九
九

五
年
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
一
五
年
と
続
い
た
民
法
典
の
制
定
と
変

容
が
、
第
一
章
で
問
題
提
起
し
た
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
法
の
支

配
」
の
構
築
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
も
つ
意
義
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

深
沢
君
は
、
一
九
九
二
年
憲
法
の
「
社
会
主
義
的
法
制
」
を
体
現
し
、

公
法
的
色
彩
を
残
し
て
い
た
一
九
九
五
民
法
典
が
、
市
場
経
済
の
拡

大
に
伴
い
、
二
〇
〇
一
年
憲
法
の
「
社
会
主
義
的
法
治
国
家
」
を
具

体
化
す
べ
く
、
私
法
の
一
般
法
と
し
て
、
契
約
自
由
の
原
則
を
宣
明

し
た
二
〇
〇
五
年
民
法
典
、
そ
し
て
取
引
安
全
を
強
化
し
た
二
〇
一

五
年
民
法
典
へ
と
発
展
す
る
中
で
、
私
法
の
実
質
を
色
濃
く
し
、
契

約
解
釈
に
お
け
る
当
事
者
の
実
質
的
合
意
を
重
視
す
る
裁
判
例
等
を
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通
じ
て
、
私
的
自
治
が
徐
々
に
発
芽
し
て
き
た
点
に
着
目
す
る
。
経

済
成
長
を
維
持
す
る
た
め
に
持
続
的
に
市
場
シ
ス
テ
ム
の
制
度
基
盤

を
整
備
し
て
き
た
政
府
自
身
が
、
市
場
を
支
え
る
私
法
を
発
達
さ
せ
、

そ
れ
を
遵
守
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
裁
判
を
行
い
、
判
例
を
公
開
す

る
こ
と
を
促
さ
れ
る
と
い
う
形
で
、
自
ら
が
形
成
し
た
法
に
よ
っ
て

徐
々
に
自
己
拘
束
さ
れ
て
ゆ
く
傾
向
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の

考
察
を
踏
ま
え
、
深
沢
君
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
法
の
支
配
の
進
展
を

窺
わ
せ
る
動
き
と
そ
れ
を
疑
問
視
さ
せ
る
動
き
と
が
今
な
お
混
在
し
、

前
進
と
後
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
法
の
支
配
が
共
産
党
組
織
お

よ
び
政
府
自
身
に
も
徐
々
に
浸
透
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
文
字
ど

お
り
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
と
み
て
い
る
。

三　

本
論
文
の
評
価

　

以
上
に
概
観
し
た
本
論
文
は
、
全
体
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け

る
民
法
典
の
誕
生
の
物
語
と
そ
れ
が
法
の
支
配
の
形
成
に
対
し
て
も

つ
意
味
を
描
き
出
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
特
色
と
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
本
論
文
は
、
法
改
革
と
政
治
・
経
済
の
発
展
と
の
関
係

に
つ
い
て
一
般
論
の
形
で
展
開
さ
れ
て
き
た
開
発
法
学
の
方
法
論
を
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
約
四
〇
年
に
わ
た
る
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
法

改
革
と
政
治
動
向
お
よ
び
経
済
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
適
用
し
、
社
会

主
義
国
家
へ
の
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
の
編
入
に
向
け
た
民
法
典
の
制

定
と
そ
の
変
容
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
重
要
な

意
義
を
も
つ
。
と
り
わ
け
、
本
論
文
は
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
〇
五

年
お
よ
び
二
〇
一
五
年
と
続
い
て
き
た
一
連
の
民
法
典
整
備
の
背
景

と
意
義
に
つ
い
て
、
ド
イ
モ
イ
の
誕
生
を
契
機
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
政

府
の
経
済
開
発
政
策
と
、
市
場
取
引
の
増
大
を
契
機
と
す
る
継
続
的

な
経
済
成
長
と
の
相
互
関
係
を
丹
念
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
り
、
公
法
的
色
彩
が
濃
か
っ
た
一
九
九
五
年
民
法
典
が
、
市
場

取
引
の
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長
の
継
続
と
、
政
府
に
よ
る
市
場
機
能

強
化
政
策
の
中
で
、
二
〇
〇
五
年
民
法
典
に
よ
る
契
約
自
由
の
原
則

の
宣
明
と
裁
判
実
務
を
通
じ
た
私
的
自
治
の
実
質
化
に
よ
り
、
次
第

に
私
法
の
一
般
法
と
し
て
の
性
質
を
備
え
、
二
〇
一
五
年
民
法
典
に

よ
る
取
引
安
全
保
護
の
強
化
を
経
て
、
市
場
取
引
を
支
え
る
機
能
を

次
第
に
充
実
さ
せ
て
き
た
経
緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
開
発
法
学
の
領
域
に
お
い
て
、
小
さ
く
は
あ
っ
て
も
、
重
要

な
足
跡
を
残
す
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ま
で
も
開
発
法
学

の
分
野
で
は
、
法
改
革
と
経
済
成
長
と
の
関
係
を
示
す
具
体
例
と
し

て
、
農
地
制
度
改
革
や
金
融
制
度
改
革
に
関
す
る
特
定
の
個
別
法
令

に
絞
っ
て
取
り
上
げ
る
研
究
は
あ
っ
た
が
、
本
論
文
の
よ
う
に
市
場

制
度
の
基
盤
と
な
る
私
法
の
一
般
法
と
し
て
の
民
法
典
が
誕
生
し
、

成
長
す
る
約
三
〇
年
に
及
ぶ
プ
ロ
セ
ス
を
、
そ
の
政
治
的
お
よ
び
経
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済
的
背
景
の
変
化
に
照
ら
し
て
辿
っ
た
も
の
と
し
て
、
本
論
文
は
先

駆
的
意
義
を
も
つ
と
い
え
る
。
そ
の
際
、
本
論
文
は
、
各
民
法
典
の

制
定
の
契
機
に
な
っ
た
政
府
の
方
針
、
政
策
論
争
等
の
政
治
的
動
向

お
よ
び
経
済
的
事
情
の
変
化
と
民
法
典
の
内
容
の
変
化
と
の
相
互
関

係
に
つ
い
て
、
先
に
概
観
し
た
第
二
章
、
第
三
章
お
よ
び
第
四
章
に

お
い
て
丹
念
に
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
論
文
は
、
民
法
関
連
法

令
の
内
容
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
政
府
の
政
策
文
書
に
つ
い
て
、

ベ
ト
ナ
ム
語
の
原
典
に
当
た
り
、
用
語
の
厳
密
な
確
認
を
加
え
な
が

ら
、
そ
の
変
化
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
民
法
規
定
の
内

容
変
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
が
裁
判
実
務
で
ど
の
よ
う
に
解
釈
適

用
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
確
認
す
べ
く
、
二
〇
一

五
年
に
始
ま
っ
た
判
例
の
公
開
情
報
に
基
づ
き
、
必
ず
し
も
検
索
が

容
易
で
な
い
資
料
の
中
か
ら
、
法
解
釈
が
問
題
に
な
っ
た
事
例
を
抽

出
し
、
利
用
可
能
な
裁
判
例
の
事
案
と
判
決
内
容
を
確
認
し
て
い
る
。

現
時
点
で
見
出
さ
れ
た
関
連
判
例
の
数
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、
法

適
用
の
実
際
に
照
ら
し
て
、
民
法
規
定
の
生
き
た
規
範
内
容
を
確
認

し
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
今
後
の
研
究
を
蓄
積
す
る
た
め
の

基
盤
と
し
て
も
、
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
論
文
は

開
発
法
学
の
必
読
文
献
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
論
文
は
、
第
二
に
、
単
に
ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
の
制
定
と
変
容
の

プ
ロ
セ
ス
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
社
会
主
義
的

法
制
の
下
で
市
場
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
た
め
の
政
府
の
政
策
手
段

と
し
て
始
ま
っ
た
一
連
の
民
法
典
整
備
が
、
市
場
取
引
の
増
大
に
伴

い
、
契
約
自
由
の
原
則
を
維
持
す
る
制
度
基
盤
と
な
り
、
私
法
の
一

般
法
と
し
て
私
的
自
治
の
形
成
を
促
し
、
市
場
の
定
着
と
拡
大
を
通

じ
て
、
政
府
と
法
の
関
係
に
も
影
響
を
与
え
、
政
府
が
自
ら
創
出
し

た
法
形
成
物
に
従
っ
た
行
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
法

の
支
配
の
醸
成
に
寄
与
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
貫
し
た
問
題

意
識
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
る
。
深
沢
君
は
、
こ
う
し
た
一

連
の
動
き
の
中
で
、
民
法
典
が
、
政
府
の
政
策
デ
ザ
イ
ン
の
単
な
る

実
現
手
段
で
は
な
く
、
市
場
取
引
を
支
え
る
制
度
基
盤
で
あ
る
私
法

の
一
般
法
と
し
て
政
府
自
身
も
恣
意
的
に
操
作
で
き
な
い
も
の
と
認

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
変
化
を
見
出
し
て
い
る
。
深
沢
君
は
そ
の
実
質
を
、

法
を
道
具
的
に
用
い
る
社
会
主
義
的
法
制
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
府
自

身
も
法
に
則
っ
て
市
場
と
対
峙
す
る
「
社
会
主
義
的
法
治
」
の
制
度

的
構
築
が
不
可
避
に
な
っ
た
も
の
と
み
て
い
る
。

　

第
三
に
、
本
論
文
は
、
ベ
ト
ナ
ム
法
研
究
と
し
て
も
、
重
要
な
貢

献
を
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
法
研
究
は
、

憲
法
研
究
を
中
心
に
、
司
法
制
度
、
経
済
法
へ
と
及
ん
で
き
た
が
、

私
法
の
一
般
法
と
し
て
の
民
法
典
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
後
に
残
さ

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
伝
統
的
な
社
会
主
義
的
法
制
の

下
で
は
民
法
典
の
比
重
が
必
ず
し
も
高
い
も
の
と
理
解
さ
れ
な
か
っ
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た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
論
文
は
ま

さ
に
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
社
会
主
義
的
法
制
か
ら
社
会
主
義
的
法
治

国
家
へ
の
移
行
の
中
で
、
民
法
典
が
社
会
主
義
的
法
制
の
実
現
手
段

か
ら
、
私
法
の
一
般
法
と
し
て
再
定
義
さ
れ
、
社
会
主
義
的
法
治
国

家
の
不
可
欠
の
要
素
を
な
す
制
度
へ
と
次
第
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
民
法
典
に

つ
い
て
も
、
個
々
の
民
法
典
の
紹
介
や
論
評
が
あ
っ
た
が
、
本
論
文

の
よ
う
に
一
連
の
民
法
典
の
制
定
と
変
容
を
そ
の
背
景
に
あ
る
政
治

動
向
お
よ
び
経
済
状
況
と
の
関
連
性
を
視
野
に
入
れ
て
包
括
的
に

フ
ォ
ロ
ー
し
、
か
つ
裁
判
例
を
通
じ
た
具
体
的
な
事
件
へ
の
解
釈
適

用
に
踏
み
込
ん
で
、
そ
の
変
容
の
内
実
を
確
認
し
た
も
の
は
な
か
っ

た
。

　

第
四
に
、
本
論
文
は
一
九
九
五
年
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
一
五
年

と
続
い
た
民
法
典
の
制
定
と
変
容
を
、
契
約
自
由
と
取
引
安
全
を
強

化
す
る
方
向
へ
の
単
純
な
発
展
と
は
捉
え
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は

世
帯
の
法
主
体
性
の
分
析
に
表
れ
て
い
る
。
深
沢
君
は
、
伝
統
的
な

農
業
社
会
に
お
け
る
主
要
な
経
済
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
世
帯
の
法
主
体

性
の
承
認
に
よ
る
世
帯
財
産
の
分
散
抑
制
と
、
世
帯
の
法
主
体
性
の

否
定
に
よ
る
世
帯
員
の
財
産
処
分
の
自
由
と
の
間
で
逡
巡
す
る
政
府

の
動
揺
が
、
二
〇
一
五
年
民
法
典
で
も
決
着
せ
ず
、
二
〇
二
二
年
七

月
の
土
地
法
草
案
で
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
、
背
景
に
あ
る
経
済
事

情
お
よ
び
国
内
政
策
な
ら
び
に
対
外
政
策
と
の
関
わ
り
を
踏
ま
え
、

事
実
に
即
し
て
分
析
し
て
い
る
。
他
方
、
法
整
備
支
援
の
提
供
者
か

ら
は
、
一
九
九
五
年
民
法
典
の
制
定
段
階
で
市
場
取
引
を
促
進
す
る

観
点
に
基
づ
き
、
取
引
安
全
の
保
護
を
重
視
し
た
コ
メ
ン
ト
が
提
示

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
コ
メ
ン
ト
を
直
ち
に
立

法
に
反
映
さ
せ
ず
、
二
〇
一
五
年
民
法
典
で
そ
の
一
部
を
立
法
化
し

た
。
深
沢
君
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
相
手
国
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
、
法
整
備
支
援
の
実
効
性
を
犠
牲
に
し
た
も

の
と
は
捉
え
ず
、
時
間
を
か
け
た
検
討
を
相
手
国
に
促
す
も
の
と
み

る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、
何
が
正
し
い
立
法
か
は

各
国
の
歴
史
と
現
状
に
応
じ
て
一
様
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
本
論
文
は
、
法
整
備
支
援
の
実
務
に
関
わ

る
者
に
と
っ
て
も
、
示
唆
に
富
む
教
訓
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
よ

う
。

　

も
っ
と
も
、
本
論
文
に
も
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
円
滑
な
市
場
取
引
を
促
進
す
る
制
度
と
し
て
本
論
文
が

注
目
す
る
取
引
安
全
保
護
の
制
度
の
一
つ
で
あ
る
善
意
取
得
制
度
や

表
見
代
理
制
度
に
つ
い
て
、
根
拠
規
定
の
要
件
・
効
果
を
さ
ら
に
詳

細
に
検
討
し
、
解
釈
上
問
題
に
な
っ
て
い
る
点
、
ま
た
は
問
題
に
な

る
可
能
性
の
あ
る
点
に
つ
い
て
、
起
草
過
程
に
お
け
る
議
論
、
草
案

の
変
遷
、
場
合
に
よ
っ
て
は
日
本
法
、
そ
の
他
の
外
国
の
立
法
例
と
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の
比
較
法
研
究
を
踏
ま
え
た
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
裁
判
例
に
お

け
る
解
釈
・
適
用
の
方
法
を
さ
ら
に
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
も
っ

と
も
、
そ
れ
は
民
法
解
釈
学
に
固
有
の
課
題
に
限
り
な
く
接
近
す
る

と
と
も
に
、
そ
う
し
た
詳
細
な
解
釈
論
研
究
を
す
る
た
め
に
は
、
検

討
対
象
を
絞
っ
た
う
え
で
、
裁
判
例
お
よ
び
学
説
に
つ
い
て
分
析
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
判
例
の
選
定
・
公
開
が
始
ま
っ

て
間
も
な
い
ベ
ト
ナ
ム
の
現
状
に
お
い
て
は
、
必
要
な
情
報
を
的
確

に
収
集
し
、
翻
訳
し
、
分
析
す
る
た
め
に
膨
大
な
時
間
を
要
す
る
。

そ
こ
で
、
本
論
文
で
の
考
察
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
今
後
は
裁
判
例
お

よ
び
学
説
に
さ
ら
に
深
く
立
ち
入
っ
て
、
取
引
安
全
保
護
制
度
の
実

際
の
機
能
、
例
え
ば
、
表
見
代
理
の
相
手
方
、
無
権
利
の
登
記
名
義

人
か
ら
不
動
産
、
そ
の
他
の
財
産
を
取
得
し
た
者
等
の
保
護
が
、
実

際
ど
の
よ
う
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
研
究

が
望
ま
れ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
取
引
安
全
保
護
の
諸
制
度
の

整
備
が
、
実
際
に
市
場
経
済
の
発
展
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
た
と
い
え

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
、
実
証
的
な
分
析
も
期
待
し
た
い
。

　

第
二
に
、
民
法
典
の
制
定
と
改
正
に
よ
る
私
法
の
一
般
法
の
形
成

が
、
法
の
支
配
の
構
築
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
う
る
か
に
つ
い
て
、

本
論
文
は
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
の
、
法
の
支
配
に
は
さ

ら
に
多
様
な
要
素
お
よ
び
局
面
が
あ
り
、
そ
の
全
容
の
解
明
に
は
さ

ら
に
継
続
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
深
沢
君
が
法
の
支
配

の
要
素
を
見
出
し
て
い
る
「Phap quyen

」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、

「
法
治
国
家
」
あ
る
い
は
「
法
に
基
づ
く
統
治
」（the law

 based 
state

）
と
法
の
支
配
と
の
融
合
的
概
念
と
捉
え
る
見
解
等
、
解
釈

に
幅
が
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
西
洋
的
な
法
の
支
配
と
全
面
的
に

重
な
り
合
う
概
念
で
は
な
い
。
ま
た
、
実
質
面
に
つ
い
て
も
、
現
行

憲
法
で
も
あ
る
二
〇
一
三
年
憲
法
の
制
定
過
程
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の

多
く
の
法
学
者
が
主
張
し
た
憲
法
裁
判
所
、
憲
法
評
議
会
等
の
設
立

構
想
に
後
押
し
さ
れ
、
憲
法
草
案
段
階
で
は
憲
法
評
議
会
と
い
う
章

が
設
け
ら
れ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
こ
れ
ら
の
規
定
は
全
て
削
除
さ

れ
た
。
ま
た
、
国
会
以
外
の
何
ら
か
の
機
関
が
違
憲
審
査
権
を
行
使

で
き
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
た
人
権
保
障
の
実
態
も
、
法
の
支

配
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
い
ま
だ
実
現

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
政
府
権
力
の
濫
用
や
逸
脱
を
抑
制
す
る

た
め
の
権
力
分
立
や
違
憲
審
査
制
、
人
権
の
保
護
・
実
現
、
さ
ら
に

は
、
法
律
の
執
行
、
公
正
か
つ
迅
速
な
裁
判
と
確
定
判
決
の
執
行
、

政
府
情
報
の
公
開
等
も
、
法
の
支
配
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
判
例
公
開
に
つ
い
て
は
二
〇
一
五
年
に
始
ま
っ
た
も
の
の
、

そ
の
他
の
要
素
も
含
む
包
括
的
な
法
の
支
配
の
実
態
は
、
ベ
ト
ナ
ム

に
お
い
て
は
今
な
お
未
成
熟
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
存
在
す
る
。
本

論
文
も
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
法
の
支
配
が
成
熟
し
て
い
る
と
す
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
要
素
の
醸
成
が
始
ま
っ
た
も
の
と
み
て
い
る
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が
、
法
の
支
配
の
概
念
の
受
容
お
よ
び
法
の
支
配
の
実
際
の
進
展
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
法
の
支
配
の
実
質
に
関
す
る
複
数
の
評
価
指
標
を
検
討
し
つ
つ
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
法
の
支
配
の
包
括
的
な
実
態
お
よ
び
そ
の
変
化

を
、
詳
細
に
追
跡
調
査
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の

た
め
に
は
、
さ
ら
に
膨
大
な
資
料
と
時
間
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
た

め
の
方
法
論
の
探
求
を
含
め
て
、
将
来
の
課
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
社
会
主
義
市
場
経
済
の
行
方
と
二
〇
一
五
年
民
法
典
以

後
の
課
題
お
よ
び
改
正
に
つ
い
て
の
展
望
も
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
当
初
は
社
会
主
義
経
済
の
外
部
に
属
す
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
が
、
市
場
取
引
の
拡
大

と
継
続
的
な
経
済
成
長
へ
の
寄
与
が
認
め
ら
れ
る
に
連
れ
、
憲
法
改

正
お
よ
び
民
法
典
の
変
容
と
相
俟
っ
て
、
社
会
主
義
志
向
の
市
場
経

済
と
し
て
、
社
会
主
義
経
済
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た
経
緯
を

確
認
し
た
。
も
っ
と
も
、
市
場
取
引
の
制
度
構
築
に
伴
っ
て
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
私
的
自
治
の
拡
大
は
、
次
第
に
社
会
主
義
志
向
の
市
場

経
済
に
お
け
る
社
会
主
義
の
要
素
を
稀
薄
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か

否
か
、
社
会
主
義
国
家
に
お
け
る
民
法
典
の
あ
り
方
が
改
め
て
問
わ

れ
る
。
本
論
文
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
近
時
ベ
ト
ナ
ム
で
は
「
第
二

の
ド
イ
モ
イ
」
と
し
て
、
さ
ら
な
る
市
場
経
済
化
と
公
平
で
公
正
な

競
争
を
推
し
進
め
る
べ
き
と
の
主
張
が
現
れ
、
政
府
を
リ
ー
ド
す
る

共
産
党
も
、
民
間
経
済
が
社
会
主
義
志
向
の
市
場
経
済
に
と
っ
て
重

要
な
原
動
力
で
あ
り
、
現
在
よ
り
も
広
い
分
野
で
の
事
業
展
開
を
許

容
す
る
方
向
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
政
治
の
ド
イ
モ
イ
の

必
要
性
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
、
現
行
の

二
〇
一
五
年
民
法
典
の
課
題
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
余
地
が
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
社
会
主
義
国
家
に
お
け
る
民
法
典
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
時
期
に
お
い
て
、
社
会
主
義
法
理
論
の
蓄
積

に
立
ち
返
る
こ
と
は
、
研
究
を
一
層
深
め
る
契
機
と
な
る
。
と
り
わ

け
、
革
命
的
合
目
的
性
と
法
律
適
合
性
、
革
命
的
適
法
性
と
社
会
主

義
的
適
法
性
、
政
治
と
法
、
お
よ
び
公
法
と
私
法
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
社
会
主
義
法
の
浩
瀚
な
理
論
史
が
あ
る
。
そ
う
し
た
研
究
を
ど

の
よ
う
に
消
化
す
べ
き
か
は
、
開
発
法
学
自
体
に
課
さ
れ
た
重
要
な

課
題
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

社
会
主
義
体
制
を
維
持
し
つ
つ
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

場
合
に
お
い
て
要
請
さ
れ
る
法
制
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
採
ら
れ
た

手
法
は
、
ど
こ
ま
で
普
遍
性
・
汎
用
性
を
伴
っ
た
も
の
と
い
え
る
の

か
。
社
会
の
実
相
を
映
す
も
の
と
し
て
な
お
維
持
さ
れ
る
べ
き
法
制

と
、
体
制
移
行
の
た
め
に
変
革
が
不
可
欠
な
法
制
と
を
ど
の
よ
う
に

識
別
し
、
そ
の
国
・
社
会
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
法
を
構
想
す
る
の
か
。

体
制
移
行
の
局
面
に
お
い
て
、
法
は
ど
こ
ま
で
の
役
割
を
果
た
し
う

る
も
の
と
い
え
る
の
か
。
開
発
法
学
の
本
質
に
迫
る
議
論
を
展
開
さ
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せ
る
た
め
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
法
と
社
会
を
考
究
す
る
こ
と
を
企
図

し
た
本
論
文
を
端
緒
と
し
つ
つ
、
ベ
ト
ナ
ム
以
外
に
も
考
察
の
対
象

を
拡
げ
、
研
究
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　
以
上
に
掲
げ
た
こ
れ
ら
の
課
題
は
い
ず
れ
も
、
ベ
ト
ナ
ム
民
法
典

の
誕
生
の
経
緯
な
ら
び
に
背
景
、
お
よ
び
、
そ
れ
が
法
の
支
配
の
醸

成
に
向
け
て
も
ち
う
る
意
義
を
描
き
出
し
た
本
論
文
の
意
義
を
損
な

う
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
本
論
文
の
考
察
を
足
掛
か
り
に
し
て
、

腰
を
据
え
て
取
り
組
む
べ
き
研
究
課
題
で
あ
り
、
今
後
深
沢
君
の
研

究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
柱
と
な
る
指
針
と
し
て
、
役
立
て

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
審
査
員
一
同
は
、
深
沢
瞳
君
が
提
出
し
た

本
論
文
が
、
博
士
（
法
学
、
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
こ
に
そ
の
旨
を
報
告
す

る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
二
三
年
二
月
二
七
日

主
査
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
　
松
尾
　
　
弘

副
査
　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
田
髙
　
寛
貴

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　
　
　
　
　
　

副
査
　
愛
知
県
公
立
大
学
法
人
理
事
長
　
鮎
京
　
正
訓

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授・
博
士（
法
学
）　
　
　
　
　
　


